
和歌山県の取組 
～次世代の教育に向けて～ 

和歌山県教育庁学校教育局県立学校教育課 

          副課長 中村 栄作 

      令和元年１０月２３日（水） 

令和元年度全国高等学校教育改革研究協議会 
選択協議題B：ICT環境を基盤とした先端技術等を活用した新しい学びの実現 



和歌山県の取組 

１ きのくにICT教育 
 
 
２ 高等学校における次世代の学習ニーズ

を踏まえた指導の充実事業 
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きのくにＩＣＴ教育 
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発達の段階に応じた授業の実施 
      （教育委員会）  

企業等と連携したＩＣＴ教育 
（企業振興課）（産業技術課） 

高度なプログラミング教育の実施 

県内ICT企業 

情報活用能力を身につけて、来るべき社会で活躍できる人材を育成 

すべての公立学校でプログラミング教育を実施 

今年度から本格実施 

小
学
校 

５・６年生で各学年８時間のプ
ログラミング教育を実施 
（各教科及び総合的な学習の時間） 

中
学
校 

３年間で計２５時間のプログラ
ミング教育を実施 
（技術・家庭科（技術分野）） 

高
校 

２０時間程度のプログラミング
教育を実施 
（共通教科・情報） 

より 
高度に  

・中学校・高校のパソコンクラブ等に県

内ＩＣＴ企業等から指導者（ＳＥ等）

を派遣 

〔指導内容〕 

・高度なプログラミング言語の習得、動

作制御プログラム、スマホアプリ開発、

３Ｄゲーム開発 等 

・プログラミングコンテストの開催 

きのくにICT教育（プログラミング教育） 

指導者 
派遣 

3 

http://1.bp.blogspot.com/-XKTafTy2_Bw/UOKDYzJbICI/AAAAAAAAKNY/tTeng5oVcJk/s1600/school.png
http://3.bp.blogspot.com/-u9SuZaqht48/VOsW_c0BG6I/AAAAAAAArzI/95U800_mtNE/s800/job_juku_koushi.png
http://4.bp.blogspot.com/-JI80V3XCJXQ/WLEulsG320I/AAAAAAABCFc/k5NxjCQXX5gzg3swoR8ZcZ6Vc1ggw6eRwCLcB/s800/computer02_man.png


校 

種 

学 

年 

時 

間 

プログラミングに関する教育 情報活用能力の育成 

時  間 能  力 時 間 能  力 

高
校(

応
用
期) 

ー 
７０
時間 

２０／７０時間 
（共通教科情報科） 

 テキスト言語によるプログラミン
グを用いて事象をモデル化する力 

 生活や社会の問題を、コンピュー
タで解決しようとする力 

 ＡＩ技術を体験し、活用しようと
する力 

５０ 
／７０時間 

(教科情報) 

中
学
校(

基
礎
期) 

３ 
２０
時間 

１０／１７．５時間 
技術・家庭科（技術分野） 

 計測・制御のプログラミングで問
題を解決する力 

 プログラミング（ビジュアル言
語）でロボットに意図した動きを
させる力 

 テキスト言語の体験 

１０ 
時間 

２ 
２０
時間 

１０／３５時間 
技術・家庭科（技術分野） 
(※別途、情報の技術１０時間) 

 ネットワークを利用した双方向性
のあるコンテンツのプログラミン
グ（ビジュアル言語）で問題を解
決する力 

１０ 
時間 

１ 
１５
時間 

５／３５時間 
技術・家庭科（技術分野） 

 ビジュアル言語で基礎的なプログ
ラミングをする力 

 プログラミングで小型コンピュー
タに意図した動きをさせる力 

１０ 
時間 

小
学
校(

体
験
期) 

6 
１８
時間 

８時間 
総合的な学習の時間や、各教科
等からまとまった時間を確保 

 ビジュアル言語でプログラミング
に慣れ親しむ 
 

 プログラミングで、ロボットに、
意図した動きをさせる力（初級） 

１０ 
時間 

5 
１８
時間 

８時間 
総合的な学習の時間や、各教科
等からまとまった時間を確保 

１０ 
時間 

4

≀
1 

コンピュータの活用や、アンプラグドでプログラミング的思考を育む 

【高校】 
 

<専門科> 
ＣＡＤ、デザイン、
文書処理などのス
キルの習得     
等 
 

<普通科> 
資料の収集や処理、
発信  等 
 
【中・高】 
統計教育での表計
算ソフトの活用と
スキルの習得     
等 
 
【中学校】 
調べたことのまと
めを、プレゼンで
表す技術の習得       
等 
 
【小学校】 
文字入力やマウス
操作の習得等 

きのくにICT教育の体系図 

各教科等にて、
実施 

ア
プ
リ
ケ―

シ
ョ
ン
操
作
ス
キ
ル 

文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
等
の
操
作
ス
キ
ル 
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校種 
2019 
年度 

(令和元年度) 

2020 
年度 

(令和２年度) 

2021 
年度 

(令和３年度) 

2022 
年度 

(令和４年度) 

小学校 

中学校 

高等学校 

和歌山県 

和歌山県 

和歌山県 

プログラミング教育を新学習指導要領に先駆け実施 

新学習指
導要領 
実施 

新学習指
導要領 
実施 

新学習指
導要領 
実施 
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プログラミング教育 学習指導案の作成 

小学校 中学校 高等学校 
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小学校（体験期）におけるプログラミング教育 

ソフトウェア解説DVD 7 



小学校（体験期）における 
プログラミング教育 
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中学校におけるプログラミング教育（基礎期） 
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中学校（基礎期）におけるプログラミング教育 

１年生（情報の技術） ３年生（計測・制御・内容の統合（エネルギー変換）） 

 1/5時間目 プログラミングでコンピュータに指示してみよう  1/10時間目 ロボットが自動運転する仕組みと利点を調べよう 

 2/5時間目 センサでコンピュータを動かそう  2/10時間目 様々なセンサを扱うコンピュータ 

 3/5時間目 計算機を作ろう  3/10時間目 問題の解決に役立つ計測・制御 

 4/5時間目 計算クイズを作ろう  4/10時間目 ロボットを作って動作を確かめよう 

 5/5時間目 分かりやすく・使いやすくしよう  5/10時間目 
計測と制御のプログラミングでアクチュエータを動
かそう 

２年生（ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツ）  6/10時間目 計測・制御システムの構築・設計 

 6/20時間目 SNSの文字コミュニケーション技術をより良くしよう  7-8/10時間目 プログラミング、制作 

 7/20時間目 アクティビティ図で全体や主要な機能の設計をしよう  9/10時間目 
より効率の良いプログラミングの技術 
（テキストプログラミングの良さ） 

 8/20時間目 
メッセージの送受信の手順を分解して考え、プログラ
ムでアルゴリズムを実現しよう 

 10/10時間目 
成果の評価と技術の概念 
（社会の発展と技術） 

 9/20時間目 より使いやすくするための機能を考えよう  

技術・家庭科（技術分野）で実施 
 
１年生 ５時間 
２年生１０時間 
３年生１０時間 を推奨 

 10/20時間目 グループで話すための機能を考えよう 

 11/20時間目 社会からの要求に応えよう 

 12-15/20時間目 
安全・適切なプログラムにしよう 
（利用時間制限、誤操作防止、個人認証） 
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中学校（基礎期）におけるプログラミング教育 

１
年 

情報の技術 
・マイクロビットでセンサを生かしたプ
ログラミング 

・計算機のプログラミング 

２
年 

ネットワークを利用した双方向性のある
コンテンツ 
・チャットプログラム 

３
年 

計測・制御 
＋内容の統合（エネルギー変換） 
・センサを活用した自動停止ロボット
カー等の作成 

・テキストプログラミングの体験 
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高等学校におけるプログラミング教育（応用期） 
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高等学校（応用期）におけるプログラミング教育 

書籍名 主な内容 

教材 
Monacaで学ぶはじめてのプログラミング 
～モバイルアプリ入門編～ 

第１章 アプリ開発入門 
～第１２章 繰り返し 

アプリプログラミングシート  主な内容 

1 図鑑アプリ 
HTMLの基本的な構造とハイ
パーリンク 

2 おみくじ 条件による分岐、乱数の取得 

3 貯金シミュレーションアプリ 
繰り返し処理、フォームの値の
取得 

4 ＤＸ図鑑アプリ 配列、繰り返し処理 

5 
地図アプリ（センサ活用編） 
地図アプリ（オープンデータ編) 

関数の使用とセンサによる情報
の取得 
オープンデータの活用 
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教員研修 

平成３０年度 各校代表１名悉皆（１０会場各1回） 

令和元年度  各校希望者（７会場各１回） 

小学校 

高等学校 

中学校 

平成３０年度 技術科担当教員悉皆（６会場各３回） 

令和元年度  技術科担当教員希望者（６会場各２回）  

平成３０年度 情報科担当教員悉皆（２会場各２回）＋（１会場１回） 

令和元年度  情報科担当教員悉皆（２会場各２回） 

小・中学校 令和元年度 マンツーマンの個別研修（６会場各１回） 

14 



配布教材（ロボットキット等） 

アーテックロボ 

Micro:bit 

小学校 

中学校 

アーテックロボ 

高等学校 

iPad 

３人に１台 

３人に１台 

１人１台 

各校１５台 各校３台 

無線アクセスポイント 

※小学校・中学校のロボットキット
等について、市町村教育委員会へ
は無償譲渡 

※ 生徒数等により配備台数を調整 
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電話 

メール 
ビデオ 
通話 

プログラミング教育支援員  

企業に委託し、希望する学校に支援員を派遣 
 
【支援員の役割】 
・プログラミング教育に関する機器のトラブルや児童
生徒からの質問への対応等の支援  

・プログラミング教育に関する授業の準備  
・プログラミング教育に関する教員のスキルアップの
ための校内研修等の実施 

 
【ヘルプデスク対応】 
・電話、メール、ビデオ通話で対応  
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フォーラム 

平成３０年８月２０日 
和歌山県民文化会館 
和歌山大学教育学部附属小学校 
講演・熟議 鈴木寬氏 
児童・生徒向け体験教室 
３６０人参加 

平成３１年３月２４日 
和歌山市立伏虎義務教育学校 
児童・生徒向け体験教室 
３４０人参加 
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情報活用能力ハンドブックの作成 

きのくにICT教育（情報活用能力の育成） 

小学校学習指導要領 総合的な学習の時間 解説より 

ICTスキル 
（ＰＣ操作スキル、アプリケーション操作スキル） 

○小学校から高等学校までの１２年
間を見通したもの 

 
○児童生徒向けで、常に活用できる
ように教室等に設置予定 

 
○授業のイメージがもてるようなハ
ンドブックを活用した好事例集も
作成予定 

 
 
●スケジュール 
・今年度、作成、県内の学校に公開 
・来年度、印刷・配布 
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高等学校における次世代の学習
ニーズを踏まえた指導の充実事業 
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多様な学習ニーズへの支援 

【実施校】 
和歌山県立南紀高等学校（通信制） 
・学校所在地：田辺市 
・約１００ｋｍ離れた新宮市に 
新宮学級（分教室） 

・特にレポート指導や個別指導の 
充実に課題 

・文部科学省委託事業「高等学校における次世代の学習ニーズ
を踏まえた指導の充実事業」により、今年度から調査研究を
開始 

南紀高校 

新宮学級 
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機器の導入 

○南紀高校（田辺市） 
 
 
 
 
 
○南紀高校新宮学級（新宮市） 
 

貸出端末（※状況に応じて変動） 21 

タブレット型パソコン端末 ６台 

モバイルWi-Fiルータ ２台 

タブレット型パソコン端末 ９台 

モバイルWi-Fiルータ ５台 



タブレットを活用した接続のイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田辺地域 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新宮地域 
 

南紀高校 
（田辺市） 

南紀高校 
新宮学級 
（新宮市） 

自宅 自宅 自宅 

別
室 

別
室 
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各種式・アセンブリ 

テレビ会議等を活用した多様な対応（例） 
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テレビ会議等を活用した多様な対応（例） 
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テレビ会議等を活用した多様な対応（例） 
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テレビ会議等を活用した多様な対応（例） 



調査研究を予定している場面 

 ・授業の視聴・参加 

 ・個別面談等での活用 

 ・各種式・講演会・アセンブリ等の配信 

 ・レポート指導の充実 

 ・生徒会・クラブ活動の活性化 

 ・諸連絡事項の徹底 

 ・教育相談やカウンセリングでの活用 

 ・登校が困難な生徒への支援     等 

27 

テレビ会議等を活用した多様な対応 



きのくにＩＣＴ教育学習指導案 

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/501100/ictforum.html 

上記URL（和歌山県教育委員会Webページ）で、 
きのくにICT教育（プログラミング教育）学習指導案 
を公開しています。 
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